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男 女 で 学 ぶ 家 庭 科 の 指 導 内 容 ・方 法 の 研 究
一 人間としての在り方生き方を考えさせる家庭科の指導 一

1主 題 設 定 の 理 由

今回の高等学校学習指導要領の改訂 に見られる新しい改革の方向は,第 一 に基本的な人間

形成の在 り方であり,第 二 に新しい時代の変化に対応 した教育の在 り方である。

情報化 国際化 高齢化など社会の急激な変化 に伴い,学 校や生徒 を取 り巻 く状況は大き

く変化 し,生 徒の生活や意識は多大な影響を及ぼされている。生活様式が多様化するととも

に,生 活体験の不足や対人関係の希薄化 によって発達課題が十分達成 されていない傾向も見

ら礼 青少年の自我の形成の遅れ,社 会的連帯感や責任意識の低下などが指摘 されている。

従 って,こ れからの高等学校教育においては,こ のような実態を踏まえ,生 徒一人一人が

人間 としての調和のとれた発達を図 り,自 らの行動 を主体的に選択 し自己実現を目指すこと

のできるよう学校の教育活動全体 を通 して各教科及び特別活動のそれぞれの特質に応じて,

人間 としての在 り方生 き方に関する教育を推進することが重要な課題 となっている。

一方
,高 等学校家庭科は,新 学習指導要領によって,す べての生徒が学ぶ教科として位置

づけられ,新 しい時代を迎えることとなった。 これからの家庭科教育の課題 として,① 家庭

の在 り方を考え,家 庭生活は男女が協力して築いてい くものであることを再認識 させること

②家庭が,子 供の成長 ・発達にとってきわめて重要な場であることを確認 させること ③充

実 した人生を送るための生活の自._,_.福祉の心 自己実現を図ろうとする意欲的,創 造的な

態度を育てること ④ 自分の身の回 りの ことだけでな く,広 い視野 に立 って人間の生活を考

えることができる能力を培 うこと,な どが挙げられている。従前の女子のみの家庭科教育も

人間づ くりの教科として大きな役割を果た してきたが,新 しい家庭科教育は,男 女の別な く

人間が人間らしく生 きていくための最 も基本的な学習課題を担 っているといえる。

そこで本年度は,家 族や家庭生活に関する学習を通 し,生 活の設計を踏まえた自己の生き

方を考え,豊 かな心をもち,家 族や家庭生活の向上のため,さ らに広 く人間社会のために進

んで力を尽 くそうとする態度 を養 うことを目的 とし,上 記研究主題を設定 した。

その ため・ 案践的 ・体験的 な学習 を通 して・ 生徒 自身に実生 活を見つめ させ・ 生活に対す

る見方や考え方 を育て るとともに,将 来の生 き方 を考え させ,生 活の 目当て を自分の力で創

りだ し,主 体的 な生 き方が できるよ う,調 査,ロ ールプ レィング,シ ミュレーシ.ン ・ゲーム,

デ ィベー トなどの多様 な指導方法 を工夫 するこ とと した。
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旺 研 究 内 容

1新 学習指導要領における人間としての在リ方生き方に関する教育の視点

新学習指導要領の第1章 総則 に,人 間としての在 り方生 き方にかかわ る内容として,「 生

徒が 自己探究と自己実現に努め国家 ・社会の一員としての自覚に基づ き行為 しうる発達段階

にあることを考慮 し人間 としての在り方生 き方に関する教育を学校の教育活動全体 を通 じて

行 う」とあり,各 教科 ・科 目,特 別活動においてその視点 を下図のように示 している。

各教科 ・科 目等 における人間としての在り方生 き方に関する教育の視点

教科等 目 標 や 改 訂 の 方 針 等 内 容 の 取 扱 い

国 語 心情を豊かにし表現力を養 う。 古典及び近代以降の文章を通して学ばせる。

地理歴史 我が国及び世界の文化や伝統 を尊重する
態度を養 う。

情報を主体的に活用する。作業的,体 験
的学習を取 り入れる。

公 幾
個ん 集団 社会に対する理解 を深め,
公民 としての資質を養 う。

情報を主体的に活用する。作業的s体 験
的学習を取 り入れる。

数 学 論理的な思考や処理する能力を養 う。 事象を数学的に考察し処理することを通
して学ばせる。

理 科 観察 ・実験を通 して自ら考え探求する態
度を養 う。 探求的活動や課題研究を通 して学ばせる。

保健体育 健康 ・安全に配慮 して自主的に健康 な生
活を実践する能力を養 う。 特別活動,運 動部活動などの関連を図る。

芸 術 情操を豊かにし 芸術を愛ナる心情を養う。 主体的な学習活動を通 して学ばせる。

外 国 語
コ ミュニケー シ ョン能力 を養 い,世 界や

我 が国についての理解を深め る。

世界の人 々や 日本人 の 日常生 活,風 俗 習

慣,物 語 な どを通 して学 ばせ る。

家 庭
家庭生活の意義を理解させその充実向上を
めざす。重点内容(生活設at,高 齢者の生活
消費生活 青年期の生き方 親の役割等)

主体的,実 践的 に学 ばせる。

特擁繕蜀 個人や集団 将来の生活について考える。自主的,実 践 的 な活動 をさせ る。

注:新 学習指導要領で特 に重視 している教科等

2高 等学校家庭科における人間としての在り方生き方に関する教育

家庭科は,今 回の改訂で,家 庭を取 り巻 く環境の変化に対応 し,次 のような内容の改善が

図 られた。

①子供の基本的生活習慣の確立や生活の自立の遅れなどに対応 し3家 庭の機能の回復 を図る

ため,親 としての役割についての内容の充実

②人間 としての在り方生 き方 に関する教育を重視することに対応 し,青 年期の生き方に関す

る内容の充実
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③ 高齢化 の進展 に対応 し,高 齢者 への理 解 を深め るため,高 齢 者の生活 に関す る内容の充実

④経済 の発展,消 費生活 の変化,サ ー ビス経済 化な どに対応 し,消 費者 としての 自覚 を高め

させ るために,消 費生活 に関す る内容 の充実

また,新 しい家庭科 は,家 庭教 育や家庭生活の充実が人間づ くりの基盤 である ことを再確

認 し,人 が人 として,子 として,親 としてs家 族 と して など,そ れ ぞれの立 場か ら,共 に生

きる他 の人の立場 も考え,豊 かな心 をも った人問 を育て ようとして いる。

さらに,消 費者教 育を通 して,物 の価値 をいとお しみ,金 銭 では得 られ ない ものの存在 を

知 り,自 分の判断 に基 づいて 自己 を律 す ることの できる入間の育成 もね ら っている。

研究を進めるに当たって,高 等学校家庭科

における在 り方生 き方教育の指導の指針 とし

て,ハ ヴィガース トの青年期の発達課題 に注

目した。

学校における教育活動を進めるとき,教 師

は適切 な生徒理解の上に立 って,発 達課題を

適時に獲得するための援助者として努力する

ことが必要であると思われるか らである。

そこで,ハ ヴィガース トの青年期の発達課

題を踏 まえ,高 等学校家庭科における発達課

題を作成 し,こ れを本研究及び授業研究の中

心に据えることとした。

ハヴィガース トの青年期 の発達課題

(出 典 中西信男編
人間形成の心理学ラィフサィクルを解明する。)

①同年齢の男女 との間に新 しいより成熟した

関係を結ぶこと。

②男性 としてのあるいは,女 性 としての社会

的役割を達成す ること。

③ 自分の身体を受容し,身体を有効に使 うこと。

④両親や他の成人から情緒的に自立すること。

⑤結婚および家庭生活の準備をすること。

⑥職業生活の準備をすること。

⑦行動の指針としての価値観や倫理体系を身

につけること。

⑧社会的に責任ある行動を求め,そ して,そ

れを成 し遂けること。

高等学校家庭科における発=達課題

{1)心 身の健康 ・安全 に努 め,生 涯 にわ たって持続 できるよ うにす る。

(2)将 来 の生活 を見通 した家族観 結 婚観,職 業 観 をもつ よ うにする。

(3)広 い視野 に立 ち生活環境 を ととのえ,自 ら考え判断 し行動 で きるよ うにす る。

(4)人 と人 とのかかわ りの重要性 に気 付 き,幅 広 い人間観 をもつ よ うにす る。

㈲ 親の役割 につ いて理解 し,自 覚 す る。

㈲ 衣 食住 な どに関 する くらしの技術 を身につけ,時 代 の変化 に応 じて創造で きる力 をつけ

る。
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3実 態 調査

(1)「 在 り方生 き方 」に関する生徒 の実態調査

① ね らい 在 り方生 き方 に関す る生徒 の意識 を調査 し,研 究 資料 とす る。

② 対象 ・実施時期 都立高校6校 生徒524名(男216,女308),平 成4年10月

③調査結果

ア 身 に付 け たい生 活 に関す る知識 ・技 術

肝 女子 ・男女 共 に 「料 理 」が 多 く,全 体 の%を 占め,次 いで

灯荏罐 難脚禰 繭 「礼儀作法や マナー 」で,特 に男子 に多 く意 外であモ

　の　のgT.ByJそ 　 　 の　 けロ

構 姻 鍬 鐙 監
、 った。 「裁縫 」「乳幼児 の世話 」は男女差 があ った。仕事 く

(71ロ
　　 マナ　

槻 喋 繊 轡U6.9t1・ 全体的 に食生 活の知識 ・技 術は身 に付 けたいが・ 他

の項 目への関心は低 い。

イflお 母 さん"賦 お父 さん"に ついての イメー ジ
ロおほさんりのイメ　ン へ8Xさ んロの イメ　ジ

。 、。 、。3。40。 、 、。i、2。 渇 、,%・母 親 に 対 す る イ メ ー ジ で は,男 子 は 「 口 う る さ い 」

一 ・禦 お5

融・堅 儀

・・い聾 ㌔・

一 ・・壁 コas、

3.7

6.2

一 騨"4

21.9

191

16.0

、22.897

27.4

　

§
聾¥¥`'° 口 好

ウ 食事 の時の家族 での話 し合 い
〔%)as .s

が多 く,女 子は 「友達 のよ うな 」「優 しい 」が多か

った。 父親 に対す る イメージでは,男 子 は 「頼 もし

い 」「口うるさい 」が多 く,女 子 は 「優 しい 」が 多

か った。共 に男女差 が見 られた。

・同性 の親 と異性 の親 に対す るイメージの違 いの差 が

は っき り現れていた。

301

10

よく話し含う 話しgう あまり話さない

囮 男子口 好

エ 社会 に出て働 くことにつ いて

仕躍 欄 餐綿.概 ・励1`叱り

社会に出るのを遅らせたい[7.欲)

早く社会に出たい(16.8≒)

肋 ら　朧 櫨 鱗 榔 があ・か

・男子 は 「あま り話 し合わない 」「ほ とん ど話 し合わ

ない 」が 多 く,女 子 は 「よ く話 し合 う 」「話 し合 う」

が 多 く,男 女差が あ った。特 に男子 は食 事の時 に家

族 と話 さない ことが分 か った。

・「能力適性 を試 したい 」が最 も多 くr次 いで 「自分

に適 した仕事が見 つか るか不安 」「早 く親か ら独立

した い 」となってい る。
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オ 結婚や将来の家族の構想

(男子)(女 子)

力 生 きて い く上 で大切 なもの
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L z 朧 赫
友人 家族 趣味 財産 地位 その他
健康 愛情 知識・技能 礼儀作法 学歴

國 男子 口 好

キ 学校教育に期待するもの

生徒会活認 慶鯉
し つ け や 規 律(7,5r.}

(27.5:

ク

千位瀬
F

就職指導
、(12.1:)

講 鋤一
(16二[剣

考 え 方 ・生 き方 へ の影 響 度

・結 婚や将来 の家族 につ いて考えた ことがあ る生徒 は,

全体 と しては半数 とな ってい るが,女 子 の方が特 に

将来 の家族 等を現実的 に考えてい るようであ る。

・男 女共 に 「友人 」が最 も多い。女子 は次いで 「家族 」

「愛情 」をあげs男 子 は 「趣 味 」「知識 ・技 能 」

「財産 」とな っている。

・女子 は対 人的 な こと(人 間関係)を 考えてい るが
,

男子 は個 人的 な こと(自 分 自身)を 考 えている。

・男女共 に,%以 上が学校教育に「生き方,人 間形成 に

き方、人柁形成 つ いての指導 」を求めて いる。平成3年1月 実施の

全国 「倫理 」「現代社会 」研究会の全国調査 「高校

生の意識 と生活 に関す る調査 」とほぼ同 じ結果 とな

って お りs学 校教育の中 で,生 き方 ・人格形成 にか

かわ る学 習の機会 を求 めている ことが分か った。

畝 脚 携 ラ瘤OTV部 粧斜交濠艦 の人

ケ どんな生 き方をしたいか

。まわ りの人やで き事 か らの影 響度の強 さを3
,1,

0の3段 階 に分けて選ばせた結果は,次 の表の よ う

である。影 響度 の高いものは,や は り友人 であ り,次

いで母親,父 親,ク ラブ ・部活動 映画 ・TVと な

り,家 族等 の身近な所か ら強 く影響 を受 けているこ

とが分か った。

自由記述 で回答 させた ところ,男 女共 に 「自由に生 きる 」「他 人 に縛 られ た くない 」

「楽 し く生 きる 」とい う内容 が圧倒的 に多か った。 次いで 「自分 らし く生 きる 」「後悔 し

ないよ うに生 きる 」とな った。 しか し具体的 な生 き方 や信条 を答え る生徒 は ほとん どいな

か った。
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(2)「 在 り方生 き方 」に関する指導等の実態調査

①ね らい 「人間としての在り方生 き方を考えさせる家庭科の指導 」についての教師の意

識の実態を把握する。

②調査対象と実施時期 東京都高等学校家庭科教育研究会 に属する教師37名

平成4年11月

③調査結果

ア 「人間としての生 き方 」を考えさせる指導の実施状況

・「行 っている」が全体の8割 を占めていた。領域別では 「保
行oて い る(83.8%)

育 」「家族 」が最 も多か った。指導方法は新聞の切 り抜 きや

行 っていない
(is.2%)副 読本 の利用 ,グ ルー プ討 議 ロ・一ルプレイング等 であった。

イ 高校家庭科教 育の 中で 「人間 としての生 き方を考 え させ る指導 」の必要性 につ いて

・指導の必要性 を 「感 じる 」と答え る教 員が9割 以上お り
,そ

必要性を感じる(91,9%)

の 主 な理 由 は,a,自 分 が どの よ うに生 きて い くか 考 え た こ

必要性響 謝'と がな
い生徒が多い。b,家 族関係が希薄で家庭での教育力

が低下 してい る。c,生 徒 の価 値観 が多様化 して いる。

などであ った。

(3)実 態調 査の考察

①生徒 の実 態調査の結果 より,女 子 は結婚や将来 の家族 について構 想を持 ってい るが,男 子

は持 ってい ないものが多か った。 女子 は家庭科 で家族 ・家庭 の在 り方や結 婚等 について学

習す る場 が あるが,男 子 にはその場が な く,自 分 を取 り巻 く人間の ことまで考えが及んで

い ない ことが分か った。高校生 の段階 での学習 の機会の必要性 が明 らか にな った。

②高校生 が学校教育 に期 待す るもの と して,「 生 き方,人 格形成 についての指導 」が一 番 に

あげられた。この背景 には,高 校生の人間関係の攣 さ,希 薄な家族関係 家庭の教育力の

低下等が あ ることが分か った。

③価値観 の多様化 の中で,ど の よ うに生 きて い くのかの指針 がつかめない高校生 の姿 が浮 き

彫 りにな り,そ の指導の必要性 を痛 感 した。

④社会 に出て働 くことについて,社 会 に出 て自己 を試 し,親 か らの 自立 を願 って いる一 方で,

将来 に対 す る不安感 も同時 に持 ってい ることが分か った。

⑤社 会 の 変 化 や そ れ に伴 う生徒 の実態等か ら,家 庭科 で 「在 り方生 き方 」の 指導 を扱 う必

要性が教師 の アンケー ト調査 より確iかめ られた。
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4指 導計画と指導上の配慮事項

高等学校家庭科における人間としての在 り方生き方教育は,前 述の高等学校家庭科を指導

す る上での発達課題 を生かして指導計画を作成するが,次 の2点 を配慮す ることとした。

○ 生徒の意識調査より生徒 自身が,学 校に生 き方や人格形成にかかわる学習の機会を求め

ていること

○ 高等学校家庭科の指導のなかで,既 に九割近 くの家庭科担当教師が人間としての生き方

教育を実践しており,ま たその指導分野は多岐にわたっていること

したがって1人 間としての在 り方生 き方を考えさせ る家庭科の指導は,あ らゆる分野で行

うこととし、 高校家庭科における発達課題と指導内容 との関連,及 び開発した指導事例 と発

達課題 との関連 を,次 のようにまとめた。

高等学校家庭科における発達課題 と指導内容及び開発 した指導事例との関連

(1)心身の健康 ・安全に努め,生 涯にわた
って持続できるようにする。

衣・食・住生括の設計と管理や技術

/
事例1職 業調査を通 して生活設計を

考えさせる。

F

{2}将来 の生活を見通した家族観,結 婚観,
職業観をもつようにする。

家族と家庭生活
保育

事例2広 告やカタログの検討を通しZ,

意志決定能力を高めさせる。

(3広 い視野に立ち生活環境をととのえ,
自ら考え判断 し行動できるようにする。

家庭経済と消費 家庭生活と情報

家庭生活 と電気 ・機械
事例3豊 かで充実した食生活につい
て考えさせる。

(4)人と人とのかかわりの重要性に気付 き,

幅広い人間観をもつようにする。

家族 と家庭生活,保 育

衣・食・住生活の設計と管理や技術

事例4住 居の在り方を通してL家 族の
つながりについて考えさせる。

(5)親 の 役 割 につ い て理 解 し,自 覚 す る。 保育 事例5結 婚についてのディベートを通し
て,今 後の生き方を考えさせる。

{6依 食住などに関するくらしの技術を身につけ

時代の変化に応じて創造できる力をつける。

衣・食・住生活の設計と管理や技術 事例6ロ ールプレイングを通して,親

の在 り方を考えさせる。

なお,指 導 に当た っては次の ことに留意す ること とした。

ア 他教科 との関連 を図 り,系 統 的 に学習 で きるよ う考慮 し指導計 画を作成 す る。

イ 生徒 の興 味 ・関心 や生活実態 に配慮 して,身 近 な題材 を取 り上 げ る。

ウ 他の 意見を聞 くとと もに,自 らの考 えを深 め させ るよう,デ ィベ ー トや グル ープ学習 な

どを取 り入れ,生 徒 同士の意見交換や 発表等 を導入 する。

エ 実験 ・実 習,調 査,観 察,ケ ース ・スタデ ィ,シ ミュレー シ ョン ・ゲームsロ ール プレ

ィングな ど,実 践的 ・体験的学習方法 を導入 す る。

オ 視野 を広 げ,多 様 な生 き方 を認めs自 分 の生 き方 を考え させ るよう,輻 広 い資料を用意

す るな ど指導 方法 を工夫 す る。

力 将来 の生 き方を考え させ るとともに,現 在 の 自分の生活 の在 り方 も考 え られ るよ う配慮

す る。
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5指 導事例

〔事例1〕 職業調査｠fし て生活設計を考えさせる事例

(1)題 材名 職業選択 と生活設計

(2)題 材設定の理由 日本人の平均寿命が延びて人生80年 時代 といわれるようになった。

ところが現代の高校生には将来のことはおぼろげにしか見えていない。彼 らに自分の人生を

現実のものとしてとらえさせ,高 校生である今,何 をしたらよいのかを考えさせるためにも

生活設計は必要である。その中でも職業選択は人生に対す る価値観 生活観,経 済的な面な

どに深 く関係 し,具 体的な生き方に大きくかかわって くる。高校生が身近 に感 じる職業 選択

を通 して,生 活設計について考えさせるためこの題材を設定 した。

(3)学 習 目標 ①職業や勤労に対する関心 ・理解を深め,働 く人達の職業観や人生観 を参考

にし,自 分の将来の職業について考える。

② 自分の基本的な生 き方や姿勢にっいて考え,生 活設計を立てることができる。

(4>・指導計画 ～生活設計(4時 間)～

1.生 活設計 の意義

(Dい ろいろな人生

(2)

職業選択と生活設計

2時 間 。親 祖 父母 の人生 を聞 き,ラ イフス タイル

の変化 につ いて知 る。

。人 生80年 の時代 ,社 会の激 しい変化 の中

での生活設 計の必要性 を理解 させ る。

。自分の今 までの人生 を ライフプ ランニ ング

表 に記 入 させ将来 を考 えるの に どのよ うな要

素 が必要 か考え させ る。

(5)事 前学習 自分の将来就 きたい職業 について聞き取 り調査をし,聞 き取 り用紙に書 き

込み事前に提出させる。

(6)本 時の展 開

区1
分
学 習 内 容 時

間 指 導 上 の 留 意 点 備 考

導
入
前時の復習

1甥.生 活設計臆 舞 思咄 させる・i
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本時の 目標の確認 5 。前時 に書 き込 み をした ラィフプ ラ ラ イフ プ ラ ンニ

導
ンニ ング表 を完 成 させ るに当た り, ング表

これから先の人生で職業 選択が大切 ■

入
であ るとい うことを理解 させ る。

将来就 きたい職業 イ ンタ ビ 4Q 。生徒 によって人生に対する価値観 ワ ー ク シ ー ト

ユー の 発 表 などが違 うの で発表 によって自分 の

1 ・発表者は職業聞 き取 り調 知 りた い こ と を ワ ー ク シ ー トに ま と 職業聞き取り調

査用紙にしたがって発表す め させ る。 査用紙はあらか

展 る 。 じめ提出させ発

・発 表 を 聞 い て ワー ク シー 表者を選んでお

トに記 入。 く 。

…
一一 一

職業と人生の関係を考える。20 。職業選択が経済的自立,結 婚,家 プ リ ン ト

1 族関係 な どと大 き くかかわ って くる

ことを理解 させ る。 また,自 己実現

のための職業選択についても考えさ

開 せ る。

生活設 計を考え る。 20 。家族関係や高齢化社会などの要素

・これか ら先の人生 を ライ を考え なが ら,ラ ィフプ ランニ ング

フプ ランニング表 に記入 す 表 に家族やその周 りの状況 も記入さ

る 。 せ る。

生活設計の意義 と課題につ 10 。生活設計は将来(目 標)を 実現す

ま いて考え る。 るために,今 してお くべ きこ とを考

と
え実行す るとい うフィー ドバ ッ ク機

能を中心とした考え方であることを

め 確認 させ,高 校 生の今,何 をして お

くべ きか考え させ る。
一一 一一

例 評価の観点 ①将 来の職業 につ いて考え る事 を契機 に,自 らの生 活設 計をたて ること

がで きたか。

② 自分の身¢周 りの人間の ことも考 えなが らライフプ ランニ ングをす る

ことが できたか。
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(8)授 業後の考察 本時は,第3学 年(男 子20名,女 子23名)で 試行的に実施 した。

ラィフプ ランニソグ表は自分だけではな く,現 在及び将来 自分 とかかわる人間などの全体

の状況を把握することができると考え,こ の形式を導入 した。 しか し,生 徒のプ ライバシー

にかかわるため慎重に扱 うことが必要である。

事前学習の職業聞き取 り調査は第3学 年が対象であったので進路に対する意識はかなり高

かった。 しか し,ど こに行 き,誰 と会 ったらよいか分か らない生徒 もおり,こ ちらから働 き

掛けをする必要があった。実際に職業調査をしてみて,今 まで表面的にしか見ていなかった

職業が現実のものとなるとともに,生 徒か らは,職 業と家族 との関わりや,生 活時間とのか

かわりが 自分のものとしてとらえられたという声が聞か礼 将来 に対する具体的な心構え,

自分だけで生きているのではないという自覚などが感 じられた。

本時は,家 族 と家庭生活のまとめとして位置付けたが,生 活設計をより深 く考えさせるた

めにも家庭経済 と消費や,乳 幼児の保育など様 々な分野 と関連付ける必要があると考えられる。

(9)資 料(職 業聞 きとり調査用紙)

自分が将来就きたい職業の人の話を聞いてみよう

職業 年令
ii

男'引

その仕事に就いたきっかけ

その仕事に就くための条件(必 要な資格,専 門的知識)

仕事の具体的内容

平均的な一日の生活

この仕 事 に就 いて 良か った こと,困 った こと

〈 まとめ〉

① わ か った こと

② も っと知 りた いこ と

③感想

年 組 番 名前
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(事 例2〕 広告 や力 夕 ログな どの検討 を通 して、意志決定能力 乏高めさせ る事例

(1)題 材名 物 資 ・サ ー ビスの購 入 と消 費

② 題材設定 の理由 最近の高校生 の中には,生 活情報が あふれ てい る割 には,情 報の活

用 方法 を知 らず また,そ れ を活用 した体験が な く,流 行 や フィー リングに流 され,安 易に

物 資やサ ー ビスを購入す る者が 多 く見受 け られ る。 そ こで,具 体的 な物 資やサ ー ビスの購

入 を想定 し,意 志決定 の必要性 や重要性 を理 解 させ るため,こ の題材 を設定 した。

(3)指 導計画

(4)学 習 目標

生活情報 の活用4時 間(本 時2時 間)

ア 消費者が物 資 ・サ ー ビス を購入す る際の情報の活用 と意志決定 をシュ

ミレー シヨンを通 して体 験す る。

イ 費用 の調達 方法 について も併 せて考え,各 自の 目的 に合 った購入がで

きるよ うにす る。

⑤ 準備 前時 に,各 自でス キー ツアーのカ タ ログ ・パ ンフ レッ ト等の資料 を集めて持参

させて お く。(教 師側 で もあ る程度 は用意を して お く)

(s)本 時の展開(2時 間)

区
分

学 習 活 動 時
間

指 導 上 の 留 意 点 備 考

導 本時の目標を確認する。
㈲
5
。物 資 ・サー ビスを購入 す る際 の

入 情報の種類や性質を考えさせる。

物 資 ・サ ー ビスを 『購 入する』 25 。日頃 どの ような判断基準 で,物

ためのOイ ン ト(判 断基準) 資 ・サー ビスを購入 してい るか考 w

展 を考 える。 え させ る。

テーマを 「衣 服の購 入 」と 。日常的 に購入 してい る物 につい ・KJ法 用の分

して 出 された意見 を グルー プ て考え,何 に重点を置いて購入す 類 カ ー ド

毎にKJ法 を用いた整理をす るか,判 断基準の順位を考えなが (順 位 によって

る 。 ら カー ドに書 か せ る。 色分けする)

。班 で分類 し,さ らに全体 を文章 ・模造紙

開 に して まとめ させ る。

さまざまな生活情報源 を知 る。 。判断基準がどのような情報源

(情 報提供)か らなされて いるか,
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展

開

ま

と

め

購 入演

く。

『スキ

購入演

各 自が

サ ー ヒ

んで行

て ま とめ て い く。

の 中か ら,今 回は カタ ロ

こした演習 をす ることを

チ ャー トを見 なが ら,全

と意志決定の手順につい

る 。

ソー トに 自分 の条件 を書

る 。

で用意 した資料を見なが

自身の判断基準をもとに

を進 め させ る。

。意志決定が で

きた部分 は,理

由な どを記 入 し

なが らワー クシ

ー トを完 成 させ

る。

本時の まとめ(意 志決定の重

要性の確認

5 。完成 した ワー クシー トを見 直 し

て,流 れ に沿 って意志決定 がで き

た ら感想 を書 いて提 出 させ る。

・プ リン ト(フ

ロー チ ャー ト&

意 志 決 定 ワー ク

シー ト)

・ス キー旅行用

の カタ ロ死 パ

ンフレッ ト,雑

誌,広 告など(意

志決定1,皿)

・メ・一カー,販

売店 の カタ ログ;

パ ンフ レッ ト,

日本 地図,CM

(VTR),宅

配価格表

(意 志決定1)

(7)評 価 ア 流 れに沿 って,自 分 自身 で意志決定 がで きたか。

イ 多種多様 な生活情報の 中か ら,目 的 に合 った適切 な もの を選択 して活用す

ることがで きたか。

(8)授 業後 の考察

本 時 は,第1学 年の男女共学,班 別 ク ラス(男 子9人,女 子13人)で 行 った。

アKJ法 を用 いて物 資 ・サー ビス等の購 入例を考えた ところ,生 徒 は興味 を持 って臨み,

主体的 に ポイン トをま とめてい くことがで きた。

イ 本校 では1年 次で情 報処理(2単 位)を 履修 してい ることもあ り,フ ローチ ャー トを
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使 用 した プ リン トにも興床 を持 たせ る ことが で きた。

ウ 生 徒は カタ ログの見方がわか らずに戸惑 った り,カ タ ログに見入 って しまい時間 が不

足 した りす る者 もあ るの で,そ の点 を配慮 した事前 指導 をす る必要が あ る。

(9)生 徒 の感想

ア ス キー旅行 に行 く時は、 このよ うに きちん と計画を立 ててみよ うと思 った。

イ ス キーに行 くにはお金がた くさんかか ることを知 った。 予算 を考えた り,そ の時 に必

要 な費用 を考 えた り,結 構 大変 だ った。

ウ 何気 な く見てい るカタ ログにも,た くさんの情 報が詰 まって いることが分か った。

clay資 料(フ ローチ ャー ト)

『スキー旅行に行 く』意志決定の手順

(開 始)
i

意 志 決 定

の 条 件

☆意

再検討

再
検
討

再
検
討

意志決定
i

一

おまかせコース

(パッケージコース

選 択 コース),

自力 コース(フi)一 ツアー

5WIH等 の

検討

選 択コース)

意志決 定皿/
5WIH等 の

検 討

意志決定
皿

決定

決定

1
、

道具,小 物類の

準備 ・決定

内 容 の

修正・変更

変更なし

⊂ ⊃
皿

意志決定
璽

ワークシート
記入

_(

皿

変更あり

☆意志決定 の条件… 『ス キー旅行 に行 く』

前提 で,必 要 な資料が

揃 っているか どうか,

確認 す る。

☆意志決定の際 に行 き詰 ま っ

た り面倒 にな った ら,戻 っ

て検討 し直す こと もで きる。

意 志 決 定 の 内 容

。自分 たちで全 て計画 して,オllジ ナル

の ス ‡一旅行 をす る→ 自力 コースへ

O既 製の商品(ッ アーな ど)か ら,自 分

の条件 に合 うもの を選ぶ→ お まかせ コ

ー ス へ

。 自分 の 求 め る5WIHに 合 う もの が あ

るか検 討 す る。

(wherwnerewhowhatwhy

how)

。 費 用 の 検 討,サ ー ビスの検 討

o板,ウ ェア ー,小 物類 等

購 入orレ ンタル

。宅 配 サ ー ビス を利 用 す るか

Oス キ ー ス クー ル に 入 るか
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〔事例5〕 豊かで充実 した食生活について考えさせ る事例

(1)題 材名 人間 と食事のかかわり

(2)題 材設定の理由 近年は生活環境が大きく変化 し,食 生活様式や食パターン,食 行動,

それに、栄養摂取状態 も著 しい変化を見せている。豊かになったように見える食生活であ

るが生徒の食生活をみると,一 人で食べる孤食や家族 と異なったものを食べる個食なξ

従来にはない現象が見 られる。 こうしたことが日常化すると,人 とのつなが りを深めると

い う食生活の役割を十分果たすことができないのではないかと思われる。そこで食領域の

導入として,人 間と食事のかかわりについて考えさ葛 人間が食事 に求めるものについて

認識を深めさせるとともに,豊 かな食文化の担い手 として食生活を大切に考えようとする

意欲 と態度を培 うことをねらいとして,本 題材 を設定 した。

(3)学 習 目標 ア 人間が食事に求めるものは何かを知る。

イ 豊かで充実 した食生活とは何かを考える。

(4)本 時の展開(2時 間)

区
分

導

入

展

開

学 習 活 動

本時の目標を知 る。

人間が食事 に求め るもの

は何か を知 る。

・〔食事風景 〕か ら気付

く食事の様 々な要素

【食べ た もの,器,配 膳

テー ブノV,椅 子,

食事 を した人,テ レ ビ

ラジオ,新 聞等 】

食事 の果 たす役割 ・機能

につ いて考 え る。

時
間

㈲

5

25

20

指 導 上 の 留 意 点

。人間 と食事 のかかわ りにつ いて

学 習す ることを知 らせ る。

Oプ リン トを使 って,感 じた こと,

気が付 いた ことを話 し合わせ記録

させ る。

。絵 に書 かれてい る物 乞 あげ さ

せ,そ の一つ一つが食事 の状況 を

表現 してい ることに注 目させ る。

。主 な意見を板書 す る。

備 考

o食 事 には,食 欲 を満 たす ことの

他 に,食 事 を通 して 人 との結 びつ

プ リント

「食事風景 」

(足 立己幸

「食生活論 」より)
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展

開

ま

と

め

・生理的機能

(生 きるための食事)

・社会的,文 化的機能

(よ り人間 らしい豊か

な食事)

食 と くらしの つなが りに

ついて 考える。

・食物 に託す願 いや祈 り

……行事食

・地域 で取れ る材料 を生

かす……郷土 食

本時のまとめ

40

10

きを深め ること

も認識 させ る。

(共 に食べ る喜

びゃ他のため に

作 る喜 びなど)

戚 幽 ♪・鮫し

U
昌
)唱 ハレー

團
も ・も

象 へ織 δ 鰐

。行事食や郷土食を取 り上げ,食

事に託す願いや,そ の地域性と食

文化の伝承について理解させ る。

。人間 と食事 のかかわ りを知 り,

豊 か で充実 した食生活 とは何 かを

考え させ,現 代の食 文化 と自分 の

食事 を見つめ させ る。

正月料理と名前の由

来

郷土料理(各 地の雑

煮の比較)

(5」 授業後 の考察

従来,食 領域 は,健 康 面 ・栄養面 の視点 か ら指導す る場合が 多か った。 ここでは,食 生

活 をグ ローバルな視点 で とらえられ るよ う指導 し,こ れか らの学習 の中で自分の食生活 を

見つめ,そ の課題 に気付 くことが できるよ うな授業展開 に した。

人間が食事 に求め る もの を考 えさせ るため,食 事風景 の絵 を活用 したこ とで生徒 の感性

に訴え ることがで き,食 事の果 たす役割 につ いて具体的 に考え させ ることが で きた。

ts1生 徒 の感想

ア 食事 風景の絵か ら,色 々なことが分か るん だなあ と思 った。

イ 食事 は栄養 を とった り,食 欲 を満 たす だけの もの ではな く,コ ミュニケー シ ョンを取

ることがで き,家 族 で食事 をす ることは大切 だと思 いま した。
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〔事例4〕 庄居の在 り方 乏通 して、家族のつなが りについて考えさせ る事例

{1)題 材名 住居と家族

② 題材設定の理由

住居は生活を営む基本の場所であり,家 族の絆を深める場所である。 しかし,情 報化の進

展に伴い,テ レビや雑誌などのマスコミを通 して伝えられる住居の情報は氾濫しているが,

生徒の多くは外観や空間の豊かさ ・美 しさばかりに目を奪われている傾向にある。また一方,

現代の土地事情 もあってか家族が理想とする住居を得 ることは難しい状況にあることも確か

である。

そこで,家 族を中心 とした生活空間 を考えることによって住居の機能を理解させるととも

に家族相互の理解を深めさせたいと考え,本 題材を設定した。

(3y学 習 目標

ア 生活空間の配置が家族の生活に影響を与えていることを理解する。

イ 住居の学習を通 して生活空間が人間を育てることを理解す る。

㈲ 事前学習

雑誌や広告等か ら「私の理想とする家 」を選んで提出をする。そのsな ぜ選んだのか理

由を書 く。

㈲ 本時の展開(2時 間)

区
分

学 習 活 動
時
間 指 導 上 の 留 意 点 備 考

導 住 居 と家族 について興味 ・関 5分 。VTRを 使 用 し,学 習意欲 を高 VTR資 料

入 心 を もつ。 め る。 サ ザ エさん

「私の理想 とする家 」を選ん 7 。意図的指名 をす る。 ワ ー ク シ ー ト

だ理 由を発表 す る。 。要 点 を板 書す る。

展

生活空間の配置 と家族の生活 38 。3種 類 の間取 りの特徴 とそこに ワ ー ク シ ー ト

について グル ープで考え る。 生活する家族の 日常生活や家族関 模造紙

開 係 などを想像 し,ま とめ させ る。

1
グル ープごとに発表 する。 。要点 を板 書 する。
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「家族の関係 を踏まえた間取 40 。一 般的 な生 活空 間の分類 を示す。 ワ ー ク シ ー ト

展 り」につ いて考え る。 ・個人生活の空間S 生活空間プロ

・家族生活の空間L ッ ク キ ッ ト

・家 事サー ビスの空 間K の り ・は さみ

・生理衛生行為の空間P

開 。各生 活空 間を ブロック配置 させ

る 。

ま 本時の学習をまとめ,発 表す 10 Oワ ー ク シー トに まとめ させ る。 ワー ク シ0卜

と る 。 。間取 りにつ いて改善点 を見つ け

め ることが で きたか確認す る。

(6)授 業 後の考察

本 時は第1学 年(男 子21名 女子20名)で 試行的 に実 施 した。 そ して,次 の ことが分

か った。

ア 導入段階 でVTR資 料 の活用を図 った ことによ り,家 族 についての興味 ・関心が増 し,

以 後の展開が スム ーズに行 えた。

イ3種 類 の間取 り図か ら特徴 を まとめ させ る学習活動 は,間 取 り図 を見やす くした り,

発問 を工夫 する ことによ り,生 徒 の理解 を深め るよ うにする必要が ある。

ウ 生 活空間 ブロックキッ トの活用 は本時の学習 を深 める上 で効果的で あった。男子 生徒

も意欲的 に学習 に取 り組み,熱 心 に キッ トの配置 をして いた。

工 今 回の学 習は住居の導入 として行 ったが,住 居学習がすべて終了 した後,ま とめ と し

て本事例 を扱 うことも効果的 と思 われる。

(7)生 徒 の感想

ア 家庭科 を男子 と一緒 にや るのは初め てで,楽 しか った。 家 について新 しい見方が でき

てよか った。

イ 家族生活の場所 は多い よ りむ しろ一か所 に集 まる方が よいと思 った。

ウ 将来の ため に役立 ったと思 う。1階 は皆んなで話 しをしたりテ レビを 見た りしたい。

個人の部屋 は2階 に作 ってゆ っ くりしたい。
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(8)資 料

「家族の関係を踏まえた間取り」

〈1F>

1年

L L

.::ニ::::::..........__

難 蕪1・:.・.:,;:・.
L L

△羅 §
L L

S

・:く・:・P・:・:・:・:

S

S

〈2F>

組./1&氏 名

S:個 人生活の空間

Ll家 族生 活の空間

K:家 事 サ ー ビスの空 間

P:生 理衛 生行為 の空間

(生 活空間 をブ ロック配置 した理 由)

。 リビングは,広 くて 日当た りのよい場所 で多 目的 に使 いたい。

。また,こ こで家族が顔 を合 わせ る機会 を多 くしたい。

。姉 ,弟 の 関係 を深 めるために子供部屋 をな らべ た。

〔事例5〕 結婚についてのデ ィベ ー トを通 して、 今後の生 き方 を考え させ る事例

(1)題 材名 人生 と結 婚

(2)題 材設定 の理 由 生徒 にとって関心の高 い結婚 をと りあ げ,将 来の 自分 の生 き方を見

つ め させ,こ れか らの男女の関係や,人 とかかわ りをもって生 きることの大切 さa結 婚の意

義 な どについて考 えさせ るため,本 題材 を設定 した。

(3)学 習 目標

(4)

(5)

事前学習

ア 人 生 におけ る結婚の意義 を認識 す る。

イ 人生設 計を立て る上 で,自 立 とは何かを理解す る。

ウ 人 とかかわ りをもって生 きることの大切 さを理解す る。

工 多様化 した ライフスタイルの中か ら,自 分 ら しくf入 間 ら しく生 きる

には,ど うした らよいか考え る。

結婚 につ いていろい ろな観点 か ら調 べ,デ ィベー トがで きるよ う準備 す る。

本時の展開(2時 間)

区
分 学 習 活 動 時

間

一 一

指 導 上 の 留 意 点 備 考

導

入

本時の学習 目標を確認する。
(分)

10

一

。仕事 ・結嫡 老後 を踏 まえて,ど

ん な人生 を送 りたいか考 えさせ る。

一
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デ ィベ ー トにつ いて確認す る。 。デ ィベ ー トの 方 法,ル ール につ い プ リ ン ト「デ ィ

ての説明 をする。 べ 一 トとは 」

「結婚す る,結 婚 しない 」の

辱

40 。結婚 とは何か,結 婚の意義を考え

デ ィベ ー トを行 う。 させ る。

。出 された意見 は,社 会的,個 人的 記入用紙

側面から整理 し用紙に記入させる。

展 多様化 している結婚形態の現 。同棲,結 婚,シ ング勘 デ ィンク 婚姻届,離 婚届

状 を知 る。 ス,シ ングルマザ ー,夫 婦別姓 な ど 用紙

の事例 を紹介する。 新聞記事 「夫婦

O諸 外国 の結婚事情(ス ウェーデ ン 別姓 」「シング

な ど)を 例 にあげ る。 ル マ ザ ー 」な ど

結婚や子 どもに対す る意識の O結 婚形態の多様化や出生率の低下

変化を認識する。 30 とその原因 を考 え させ る。 新聞記事 「出生

鞠 寿命のU':社 会や経瀦/ 率の低下 」

造の変化 高学歴化 価値観の

多様化など ノ

結婚 の意義 について考え る。 。人に とっての結 婚の意味 と結婚の 「結婚に関する

社会的側面 な どについて考え させ る。様々な格言 」な

。出産や育児の面 について も考え さ どの資料

せ る。

開 これからの男女の関係の在り O青 年期の男女関係 結婚後の人間

方 について考え る。 関係 が どんな ものか を考 え させ る。

・結 婚 には何が必要 か考え る。 o結 婚を ささえ るための要素 には, 「さまざまな離

愛情 と尊敬,助 け合う心,情 緒的な 婚理由 」などの

成 熟=自 律,心 身の健康,安 定 した 資料

経済的基盤 などがあることを理解 さ

せ る。
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。人間 として 自立す るとはど o現 在の 自分 をふ りか え らせ るとと

展 うい うことか考 える。 もに,精 神的な側面と経済的な側面

開 の両方の 自立 について,具 体的 に考

え させ る。

本時のまとめ 。健康に生きる,人 間関係を豊かに 記入用紙

ま これからの人生 において大切 す る,自 立 す ることが重要で あるこ

な ことは何か,人 間 らし く生 20 とを認識 させ る。

と きるとはどんなことか記入用 o人 として生 きてい くとい うことは

紙 に自由記 述す る。 い ろい ろな人 々とかかわ って生 きて

め い くことであ ることを知 り,今 何 を

すればよいか を考え させ る。

{6)授 業 後の考察

デ ィベー トの進 め方の配 慮点 として,① デ ィベー ターはあ らか じめ決めて しまうと,そ の

他の生徒 は何 も準備 しない恐 れ もあ るのでf誰 が デ ィベー ターにな って もよい よう準備 して

お くことを全 員 に指示 し,授 業 の直前 に決定す るよ うにした。② デ ィベー トの問,傍 聴者 に

は記入用紙 を配布 し,両 方の意見 を整理 させ,自 分 の最 終的な意見 と授業 の感 想 を自由記述

させた。③ デ ィベ ー トの勝敗 は,議 論 のたたかわせ方 であ って,自 分が どちらの意見 に賛成

であ るか を問 うものでは ない ことを周知 させ ることが 大切 であ る。

ク ラスによ って議論 の ポイ ン トが,育 児,婚 姻届 な どの法的 手続 の問題,愛 情 など精神的

つなが りに分 かれた。 デ ィベ ー ト後の授業 展開は,出 された意見のい くつかに絞 って授業 を

進 め る方法 が効果 的であ った。

この論題 は,最 終的 に個 人の価 値観 によるものなので,他 の人の意見 を聞 き正 し く理解で

きること,自 分 の意見を適切 に表 現 できることが,重 要 な カギ とな ると考え る。

(7)生 徒 の感 想

・両方の意見 ともしっか りしていて 白熱 したデ ィベ ー トだ った。いつ もの授業 と違 っていて

とて も楽 しか った。

・結 婚は まだ先の ことと思 っていたのに,人 ごととは思 えな くなってきた。 考え させ られ た。

・いろいろ な人の結 婚観をみ ることがで き勉強 にな った。 自分 の将来 につ いて皆 で意見交換

で き楽 しい授業 だった。
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〔事例6〕 ロールプ レイ ングを通 して親 の在 リ方を考 え させ る事例

(1}題 材 名 子供 の 自立 と親の役割

(2)題 材 設定の理 由 第二 の誕生 といわれ る青年期前期 は,「 自立 と依 存 」に揺 さぶ られ

なが ら成 長 して い く時期 で ある。 「子 供の進路 」とい う場 面設定での親子 の葛藤 を 「ロール

プ レイ 」で感 じ取 らせ,精 神的 ・肉体 的 に成長著 しい子供 が 自分の人生を所 有 し,自 分の力

で切 り開いて行け る 「自立 した人間 」に育つため に,親 には どんな能力が求め られてい るの

かs考 え させ るため本題材 を設定 した。

(3)学 習 目標 ア ロー一ル プレイを通 じて,親 の立場 ・子 の立場 を客観的 にとらえ る。

イ 子供 の成長 に応 じた望 ましい親 の在 り方を考え る。

(4)事 前学習 「ロールプ レイ 」の 役者5人 には場面設定表 を渡 し状況 を伝 えておいた。

㈲ 本 時の展 開(2時 間)

区
分

導

入

展

開

学 習 活 動

本時の学習 目標 を知 る。

ロールプ レイ① を観察 する。

親役 と子役 の言葉 に注意 を

む ける。

観 察表 に○ を入れ る。

ロール プ レイ② を観察す る。

親 役 と子 役の言葉 に注意 を

むけ る。

観 察表 に○ を入れ る。

ロール プレイ① と② の比較

検討 をす る。

① と② の特徴 を板書 す る。

時
間

㈹
5

15

10

20

指 導 上 の 留 意 点

。机 を後方 に下 げ円形にすわ る。

。場面設定 を知 らせ,状 況 を把 握

させ,父 母 役 を登場 させ る。

教 師が子役 を し,見 本 を示 す。

父母役 に 「演 じて どん な感 じが し

たか 」発表 させ る。

。父母 役,子 役 を登場 させ る。 ロ

ール プ レイ① と異な る親の態度 で

取 り組 む ことを伝え る。 父母役,

子 役に 「演 じて どんな感 じが した

か 」発表 させ る。

。グル ープに分 ける。記録1名 を

決 め る。観 察表 を元 に感 じた こと

を グル ープ内で発言 させ る。

机 を元 に戻 す。

備 考

場 面設定表

親役用 キー ワー ド表

A

ロール プ レイ観察表

親 役用 キー ワー ド表

B

ロール プ レイ観 察表
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親の態度 と子供の変化に気 5 。 ロール プ レイ①② の解 説 をす る。親の養育態度

付 く。 ①は分身型② は受容型 であること ・分身型(過 保護 ・

を伝える。発達段階に応 じて受容 溺愛など)

展 の表現が変わることを話す。 ・付録型(拒 否 ・放

任など)

1。受容型 な ど

親の態度から引き起こされ 。自立を阻害された子供の問題行 新聞の切抜 き資料

た子供の問題行動を知る。 動 を伝 え る。

「子 どもの権利条約 」の主 10 。「子供が 自立 した人間 とな るた 子 どもの権利条約

旨を理解 する。 めの援助 」の主旨を伝え第五条 資料

第五条 を知 る。 「親 の指導 の尊重 」知 らせ る。

開 子供が 自分の人生 を所有し, 30 。付箋紙に「親に求められる能力」付箋紙 1

自立 した入間に育つために を3つ 書 かせ る。KJ法 によ りグ マ ジ ッ ク

親に求められる能力1ま何か ル ープ内で まとめ させ る。 マ グ ネ ツ ト

考える。 模造紙
一

「親に求められる能力 」に
310
。子供 に対する愛情 を持ち,そ れ

つ いて把握 す る。 を伝える能力

ま 。子供の人格を尊重する力
1

。子供 の変化や心 の動 きをキ ャッ

と チできる感姓

。子供の成長や発達についての理解

め 。親 自身の欲望を自制する力

。安定した経済基盤

詩を音読する。 。子供の日常生活を援助する力 詩 「親は矢 子は弓」

(6)授 業 後の考 察 、

「ロール プ レイ 」は笑 い声が混 ざ り合 う中で和 やか に楽 し く取 り組 めた。観 察 している生

徒 は,子 役の言 い分 が 日頃 の 自分 と重なる ものがあ るのか 「あの気持 ちよ く分か る 」と共感

を示 して いた。親 に求め られ る能 力をKJ法 で まとめ させ たところ,生 徒が主体的 に活動 し

効率 よ くまとめる ことがで きた。机 を後 方 に下 げ円形 に座 る配置 は リラックスした雰囲気 を

作 り発言 を促 すメ リッ トが あ った。
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① 生徒 の感想 ア ロール プ レイは,親 と子の立場 の違 い を客観 的 に見 ることがで きた。

イ 円 にな って授業 したのは おもしろかった。子供への接 し方 もこんなに

理論的 に考 えると,親 とい うもの は一 番難 しい職業 なのか も知れない。

ウ 自分一人 だと思 い付か ない こともグル ープで一 緒 に考 えたり,人 の

意見 を聞 くことで学ぶ ことがで きた。

エ もっと多 くの人が ロール プ レイに参加 したほ うがいい と思 った。

(8)資 料

場面設定表

☆子供(良 夫16歳 高校一年生)

1.音 楽が好 きで将来 ミュー ジシャンになりたい 目標 を持 ってい る。

2.音 楽仲 間の評判 が良 く,少 々自信 が うまれて きた ところ。

3.今,学 んで いる勉 強は将 来の 目標 には役立 たない と思 ってい る。

4.高 校 を中退 して,本 格的 に音楽の勉 強 に励み たい。

5.音 楽学校 へ入学 したい。そ こで どん な苦 しい ことが あって もや ってい きたい。

6.親 に相 談 して,も し高校中退を反対 された ら,仕 方が ないか ら高校 くらいは卒業

して おこ う。

7,大 学へ は,進 学 しない。親 に言われて も大学 には行か ないと強 く思 ってい る。 音

楽学 校へ行 く。

☆ 父母(父50歳 会社員 母49歳)

1.良 夫 には高校 。大堂 まで卒業 して欲 しい。

2,良 夫 は最近r音 楽 に熱中 していて勉強の方は大丈夫 だろ うか。 心配 である。音楽

は趣味の範囲 でや る もの だ。

3.良 夫 は 「高校 中退 したい 」と言 ってい るが,と んで もない ことだ。進学 した くと

も行 けぬ子供が いるのに。

4.「 音楽 で生計 を立 てたい 」と言 う良夫 は夢 を見て いるに違 いない。

5,世 間は依然 として学歴社会 であ る。 良夫が道 を誤 まらぬ よ う方向 を示 してや らね

ば な らない。

ロール プレイ①親役 用 キーワー ド表A

1.1～5を もれな く伝 え る。

2.子 の言い分 は聞 く気がない。 な るべ く聞かない。

3.思 った ことを自由 に言 って 良い。

ロール プ レイ② 親 役 用 キー ワ ー ド表B-一

「
1.子 供 の言 い分 を聞 いてあげ よ うとす る態度

2,心 を汲む言葉 「高校 を中退 して まで も音楽 をや りたいんだね 」を受 け止め る。

i繧 萎与雛 繋1罐ll講1難 鯖 提供)
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置 研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

本年度 の教 育研 究員は,人 間 としての在 り方生 き方を考え させ る家 庭科の指導 をテーマに

家庭科教 育を通 して,家 族 の在 り方や 自己の生 き方 を考え,=豊 か な心 を もち,自 己実現 を図

ろ うとす る意欲的、 創造的 な態度 の育成 を 目指 して研 究 した。

研究 を進 め るうちに,家 庭科 教育の学 習対象であ る家族 や家庭 生活,日 常生活の充実が人

間 づ くりの基盤 である ことを再 確認 しf家 庭科 で在 り方生 き方教 育 をす ることの重要 性 を確

信 した。 その上 で,生 き方教 育の指導 に当た り指針 とな るものの検討 を行 った結果,ハ ヴィ

ガース トの青年期 の発達課題 を踏 まえ,高 等学校 家庭科 におけ る発達 課題 を作成 し,こ れ を

本研究の 中心に据 え授業研 究 を通 して検証 した。

生徒の意識調 査か らは,生 徒 自身が学校教 育 に生 き方や人格形 成 につ いての指導 を求めて

い ることが確 かめ られた。 また,考 え方や生 き方への影響度 では,親 か らの影警 を強 く受 け

てい ると答えてお り,親 あ役割の重要性 を痛 感 した。 家庭科 教師の ア ンケー トか らは,家 庭

の教 育力の低 下や生徒 の無気力,人 間関係 の希薄 さなどの状況 を身 をもって感 じて いること,

そのため,生 き方の教育 を重視 して既 に実施 してい るがその指導の難 しさなどが分か った。

そ こで,高 校 家庭科 におけ る発達課題 を生徒が適時 に獲得 す るよ う次の点 をね らって授業

研 究 を行 った。事例1で は,働 く人た ちの職業観,人 生観 に触礼 自分の職業 につ いて考え

今何 をなすべ きか を考え させ た。事例2で は意志決 定の手順 につ いて考え られるよ う,生 活

情報の活用の シミュレー シヨンを展開 した。事例3で は,共 に食べ る喜 び,他 の人 のため に

作 る喜 びなど,入 とのつ なが りを深 める食生活の役割 につ いて認 識 させ た。事例4で は,生

活空 間が家族 の絆 を深め る ことに気付かせ,家 族のつ なが りを考 えた住空間 を作成 させ た。

事例5で は,結 婚 についての デ ィベー トを行 い,今 後の生 き方 を考 え させ た。事例6で は,

生徒 に身近な進学 とい うテーマで親の在 り方 を ロールプ レイン列 こより考えさせた。それぞれの

事例 で示 したよ うに,生 徒 は新 しい興味 と関心 を持 ち,学 習 に積 極的 に取 り組ん だ。

しか し,家 庭科 におけ る在 り方生 き方の指導 に当 たって はs教 師 自身の家族観 ・人生観 ・

生活観 が問われ ることにな る。教 師 自らの生 き方 を,生 徒 に提示す る ことは大 きな意味 を も

つ。それが意図的であ ろ うとなか ろ うと,生 徒 が身近 な大人か ら有形無形の影響 を受 けてい

ることは,ア ンケー トの結果が語 っている。時 と してそれが生徒の人生観の基礎 とな ること

で ある。 したが って,教 師 自身が 自 らの人生 を真剣 に責任 を もって生 きてい くこ とが求め ら

れ る。今回の研究 では,学 習過程 における創造力や思考力f課 題解決能力,学 習へ の意欲や

関心 ・態度 な どの適切 な評価 につ いては、 深 める ことが できなか ったが今後 の課題 とする。
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